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葛根田地熱発電所

岩手県雫石町葛根田川上流沿いの山間奥深いみどりの木々に包まれた地

に地熱利用ではわが国最大の5万kWの発電所が5月28目営業運転を

開始した.ここは十禾蝸八幡平国立公園内にあり開発と自然景観お

よび環境保全との調和には特に配慮され外からは全体が見えない様に

作られているので撮影には苦労した.きびしい条件の下で発電所の設

計及び建設にたずさわった関係者の労苦が感じられる.オイルショッ

ク以来代替エネルギｰのバイオニヤとして地熱発電所淋全国数カ所に

作れているが特にこの地熱発電所の成功は近い将来実現が期待され

る大規模深部地熱開発計画への自信を更に深めるものとなった.この

発電所の誕生の意義はまさに大きい.地熱エネルギｰ開発促進の願い

や切である.
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